

















A Study on the Nature of the Environment in Early Childhood Education and Care
Focusing on the Practice of Denmark and Finland
This research summarizes the child care environment practice of Denmark and Finland 
which utilizes nature and natural settings. In the practice of Finland, the child, the child-care 
worker and the parents were clear in communicating the education contents. The viewpoints of 
all were considered when combining the child care and natural environment. From this, nature 
was chosen and thought most important. In the practice of Denmark, through interviews with the 
childcare workers in the forest kindergarten, we understood they specifically were conscious of 





























































































































































































































































































ニュアル（Pædagogiske læreplaner i daginstitutionen）「人間関
係・社会能力」の中に「保育園で何がしたいか自分で決めるこ
と」8）という一文がある。このことは，自分でやりたいことを自分で決めると同時に，やりた
いことを自分で計画することでもある。つまり，保育者がすべてを計画するのではなく子ども
達との対話を通して，今ここにある興味・関心に寄り添い，子ども達のやりたいことを尊重し，
子ども達が自分で計画するための余白を意図的に残しているのではないだろうか。このような
保育観に立つからこそ，イェンセン氏からは「自分を表現するために必要な力をつけること」
が強調され，スコウボのグランダル氏からは，自分自身の価値を理解する・自分の存在を肯定
的に捉えることとしての「セルヴェア」が強調されたのだろう。デンマークにおいては一般的
なことかもしれないが，非日常で特別な存在としての自然ではなく，日常的な保育環境として
自然を捉える二人の実践家の言葉と子ども達の様子から，このことが際立って見えてきた。
図28　コペンハーゲン
「学びのプランマニュア
ル」の表紙
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5．おわりに
　フィンランドやデンマークの保育実践には，保育環境としての「自然」が多様な形で保障さ
れている。本稿では，いわゆる森の保育園と呼ばれる保育形態と，保育計画の一部に森での活
動が含まれる形態からの論考を試みた。ここで見えてきたのは，オルタナティブな実践として
「自然」という環境が保育に組み込まれているのではなく，あくまでも一般的な選択肢の一つ
として「自然」が捉えられているということである。そして，そこで注目されるべきは，子ど
もと保育者，保護者が保育実践の中で対話を重ね，それぞれが主体性をもって保育環境の構成
に参加しており，その中で「自然」という環境が選択されているということである。わが国に
視点を移すと，保育環境として語られる「自然」は，非日常であり特別に扱われることが多く，
何より子どもの声が保育の環境構成に届けられることが難しい状況である。このような現状に
おいて，子どもと大人の対等な関係性と対話の重なりの中で，子どもが享受する「自然」とい
う環境を保障している実践事例から学ぶ意義は大きいと考える。そういった意味で，本報告が
わが国の保育環境としての「自然」への理解の深まりを助長する可能性の一端でも示すことが
できたと期待したい。
注
注１）自然学校キッツ森のようちえん（2004年設立）は，宮城県・福島県を中心に幼児を対象とした森
のようちえんと小学生以上を対象とした自然学校である。詳細はホームページ参照　https：//
www．kits-no-mori．com/
注２）森の幼稚園発祥に関する報告は多数ある。本稿は澤渡2005 1）を参考にしている。
注3）デンマークのナショナルカリキュラムは，日本の5領域に類似した6項目が設定されている。「子
どもの総合的人間形成（個の確立）」，「自然と自然現象を知る」，「健康と運動」，「言葉の発達」，
「社会的能力の発達」，「文化的表現方法と価値」4）である。この6項目を踏まえ，各自治体が保
育園や保育者に向けてガイドラインを作成し，保育活動が展開されている。
注4）ステンリュース森の保育園，スコウボ森の保育園の概要は，文献6第4章で報告した。本稿は，
その内容をより詳細に提示し，かつ筆者による考察を加えて整理したものである。
注5）ペダゴ （ーPædagog）とは，保育施設，国民学校0学年クラス，学童保育施設，青少年余暇センター，
社会福祉施設など多岐にわたる場において，子どもから成人の多様なニーズに対応し，円滑に
社会生活を送ることができるよう支援する専門職6）である。
注6）セルヴェア（selvværd）に関しては，グランダル氏の解説をもとに説明しているが，櫻谷2015 7）
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の説明も参考にしている。
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